慶　弔　金　規　程

(目的)

第1条 この規程は、(一社)日本労働安全衛生コンサルタント会埼玉支部の事業部会会員等に慶弔があったとき、祝い金又は弔慰金を贈ることを定めるものである。

(支給条件)

第2条 会員が次の各号の一に該当するときは、慶弔金を贈る。

(1) 本人の功績により、国から叙位勲章を受けたとき。

(2) 本人の功績により、大臣表彰を受けたとき。

(3) 本人の功績により、本部、地方自治体、関係行政官庁又は労働基準関係若しくは労働災害防止団体等の関係団体(以下「本部等」という。)から表彰を受けたとき。

(4) 本人が死亡したとき。

(5) その他支部長が必要と認めたとき。

(支給手続)

第3条 会員又はその家族がこの規程による慶弔金を受けようとするときは、支部長に届け出る。

ただし、支部長が支給条件に該当する事実を事前に認めたとき、会員又はその家族の届出を待たず支給することができる。

2 支部長は、事務局長と協議し、慶弔金を支給する。ただし、前条第4号に該当するときは、直近の理事会に報告するものとする。

(祝い金)

第4条 祝い金は、次の区分による。

(1) 本人の功績により、国から叙位勲章を受けたとき。


30,000円

(2) 本人の功績により、大臣表彰を受けたとき。



20,000円

(3) 本人の功績により、本部等から表彰を受けたとき。


10,000円以内

(弔慰金)

第5条 弔慰金は、次の区分による。

本人が死亡したとき。





20,000円

2 弔慰金のほかに、15,000円程度の生花等を贈る。

(その他)

第6条　第2条5号に該当するときは、20,000円を限度として、又第4条第3号に該当するときは、10,000円を限度として、支部長が決定し、事後に理事会に報告するものとする。

附則

(施行期日)

この規程は、平成19年1月21日から施行する。

改正　　平成26年2月15日

